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イラク問題が問いかけるもの
一 国家 ･戦争 ･民主主義 ･立憲主義 -




























































































































































































































































































































































































































































11 国際法学者のなかには,この武力行使を国連憲章 2条 4項に達反するとみる見解もある｡｢イラク戦争,
改憲論の中で憲法 9条を生かす道をさぐる｣｢特集国際社会と憲法 9条の役割｣『法律時報』76巻 7号,8頁｡
12 かつて,日本などが ｢事変｣という表現で実際には戦争である行為を正当化したという事実を踏まえて,
そうした言い逃れをさせないために,国連は,あらゆる ｢武力行使｣を違法と規定したというわけである｡




















































て-｣『思想 帝国 ･戦争 ･平和』2003年,190-206頁｡さらに,ウオルツアーの思想を考察するものとし
て,飯島昇蔵 ｢コミュノタリズムの社会正義論-マイケル ･ウオルツアーの配分的正義をめぐって｣『憲法
と政治思想との対話 デモクラシーの広がりと深まりのために』新評論,2002年,236-270頁｡
35 たとえば,アレクシス ･トクヴィル 『アメリカの民主政治 (中)』井伊玄太郎訳,講談社文庫,1987年,
とくに223-272頁,堀内-史 『分裂するアメリカ社会 その宗教と国民的統合をめぐって』麗津大学出版会,
2005年｡

















40 ベンジャミン ･R･ハーバー 『予防戦争という論理 アメリカはなぜテロとの戦いに苦戦するのか』阪急
コミュニケーションズ,2004年,73頁｡
41 チョムスキーによれば,テロ戦争自体も,すでに20年以上も前のレーガン政権に用いられている.この点
については,ノーム ･チョムスキー 『テロの帝国アメリカ 海賊と帝王』明石書店,2003年を参照されたい｡
42 現に,シリアがすでに次なる正義の戦争のターゲットに名指しされている｡
43 2005年 1月20日の大統領就任演説で,ブッシュ大統領が自らこのように表現した｡
44 ｢｢歴史と記憶｣ピエール ･ノラとの対話｣『世界』2004年 8月号,214頁｡




















53 さしあたり,E.W.サイ-ド 『戦争とプロパガンダ』みすず書房,2000年,ナンシ ･スノー 『情報戦争』
岩波書店,15頁以下,金子勝,アンドリュー ･デウィット,藤原帰一,官台真司,前掲,132頁以下,キャ
ロル ･グラック ｢9月11日 21世紀のテレビと戦争｣『現代思想』第30巻第9号,2002年,70-79頁などを
あげておく｡



































































































































































































制 と憲法 9条は表裏一体の関係にあるOこの辺q)事情については,たとえば,古関彰一 『新憲法の誕生』中
公文庫,1995年,佐藤達夫 『日本国憲法成立史』第 1･2巻,高陽堂,1962年,清水伸 『逐条 日本国憲法
審議録』有斐閣,1962年など｡
57 奥平康弘 ｢第9条における憲法学説の位置｣『法律時報』76巻 7号,28-29頁｡
58 藤田久一,杉田敦,愛敬浩二,山内敏弘 ｢イラク戦争,改憲論の中で憲法 9条を生かす道をさぐる｣『法
律時報』76巻 7号,17頁｡
59 杉原康雄 ｢憂いあり 憲法軽視の現状｣朝日新聞,2002年 6月20日,文化欄｡
60 奥平康弘,前掲,33頁｡





































葉真 ｢立憲主義の危機 と市民政治の将来｣『法律時報』76巻7号,42-46頁｡松田竹男 ｢自衛隊のイラク派
兵 と国際法｣『法律時報』76巻 7号,47-51頁｡古川純 ｢自衛隊のイラク派兵 と立憲 ･平和主義｣『法律時報』
76巻 7号,52-56頁｡
74 アナン事務総長は,むしろ平和的手段でテロと戦うことを呼びかけている｡
75 板垣雄三 ｢われわれはほんとうに戦争の外側にいたのか｣『世界』2005年 4月号,52頁｡
76 2003年に成立した武力攻撃事態法,安全保障会議設置法,自衛隊法改正 と,2004年に成立した,国民保護
法,ジュネーブ条約に基づ く3法を合わせたもq)をさす.
77 たとえば,水島朝穂編著 『世界の ｢有事法制｣を診る』法律文化社,2003年｡
78 有事法制の問題点については,山内敏弘 ｢有事 7法のねらいと問題点｣,倉持孝司 ｢米軍支援法｣,小林武
｢｢国民保護法｣ という名の ｢国民動員法｣｣,小池政行 ｢｢国際人道法｣ と ｢描虜取扱法｣ と ｢国際人道法処
罰法｣ との禾離｣ 『法律時報』76巻10号,58-78頁｡西原博史 ｢市民的治安主義 ?-有事法制 と安全 ･安心｣
『法学セミナー』No.601,2005年,10-13頁｡本秀絶 ｢有事法制の現段階｣『法学セミナー』No.601,2005




















85 こうした動きに対して我々が取 り得るべき手段 として,たとえば不服従ないし抵抗権の発動 ということが
考えられる｡この点については,たとえば,石埼学 ｢市民の立場で不服従｣,城塚健之 ｢企業のなかでの不
服従｣,小林武 ｢自治体q)立場での不服従｣,いずれも 『法学セミナー』No.586,2003年,21-29頁｡
Ⅳ.結びにかえて
果たして ｢正しい戦争｣なるものが存在するのかどうか,この問いに答えるには永遠にも
等しい時間が必要であるように思う｡とはいえ,たとえ仮に ｢正しい戦争｣がありえるとし
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ても,それは絶対に,現在アメリカ合衆国が主導し日本も関わっている,イラクで展開され
ている戦争でないことだけは確かである｡それにしても,いかにして我々は偽りの正義を見
抜き,それを是正させることができるであろうか｡おそらく,なにより我々が,権力者によ
って語られる ｢自由｣｢民主主義｣｢人道的介入｣など美しい言葉を纏った言説や,マス ･メ
ディアによる巧みな情報操作に惑わされることなく,自分自身で開かれた思考を目指すしか
ないであろう｡そしてまた,精一杯の想像力を羽ばたかせて,この世界のあちらこちらで紡
がれている小さな物語を読み解こうと努力するはかないであろう｡
